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 論文審査結果の要旨
 近年の情報通信技術の普及により、通信による情報流通が急速に拡大する…方で、それらの祷報を携帯機
 器で利用する必要性が高まっている。このため、小さな消費電力で高い処理能力を持つSoCの設計手法の確
 立が求められている。本論文は、マルチコア型の組込み用マイクロプロセッサを核とするSoCについて論じ、
 低電力高性能のSoCを効率よく開発する設計基盤を確立しているもので、全編5章からなる。
 第1章は緒論であり、現在のマイクロプロセッサとSoCの性能に関する考察に基づき、優れたマルチコア
 型SoCの設計基盤を確立するための方針を提示している。
 第2章では、前章で示された設計方針を基に、スケーラブルな非対称マルチプロセッサ設計基盤を提案し
 ている。この設計基盤は、各モジュールの計画的な再利用により、開発コストの低減、開発リスクの最小化、
 市場投入までの期間の短縮を図っている。本設謙基盤では、分散アービトレーションによるバス制御方式を
 確立することで、基本となる制御用RISCプロセッサヘのアプリケーション特化型プロセッサの自由な追加を
 可能にしている。既存の設計基盤が限定された対象にしか適用できていないのに対し、本設計基盤は広範な
 アプリケーションに対する専用のSoCの設計を低コストで実現するものであり、極めて画期的である。
 第3章では、提案した設計基盤を用いて、罐EG-4に代表される画像の圧縮符号化用途のマルチ・コアSoC
 を実設計している。携帯電話等におけるプロセッサには、30畷PS/酬と専用ハードウエアに匹敵する高い性
 能電力比が求められる。本設計基盤により、RISCプロセッサ1個とアプリケーション特化型SlMDプロセッ
 サ4個からなるSoCを設計し、39.4MIPS/mWという高い性能電力比を実現している。これは、本設計基盤が
 低電力高性能なSoCを設計する際に非常に有効であることを示している。
 第4章では、本設計基盤を用いて、電池駆動型情報機器の無線LANインタフェース用マルチコアSoCを実
 設計している。設計されたSoCの性能電力比は、30MIPS/mWに達し、専用AS王Cによる実装例を凌駕している。
 これは、本設計基盤が、高演算処理能力と低消費電力を要求されるアプリケーションに対し特に有効である
 ことを示しており、非常に有益な成果である。
 第5章は、本論文を総括し、結論としている。
 以上、要するに本論文は、SoCの基本設計基盤を確立し、その設計基盤の有効「生を実設計により明示した
 ものであり、計算機科学ならびに情報基礎科学の発展に寄与するところが少なくない。
 よって、本論文を博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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